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法人口座開設について 

法人口座開設の際には、下記の３点の書類を提出して頂きます。 

 

① 個人口座の開設と同様に、法人口座開設の書類手続きを取って頂きます。 

     法人口座開設の際に使用する名前は、個人名ではなく会社名になります。 

 

 

② 法人用の書類（Pg 2＆Pg ３ 参照）が付け加えられます。 

 

     トレードをなさる方が責任者なのか、それとも会社で働いている方なのか・・・                 

これらを明白にする為に取引の許可をする為の書類の提示をして頂きます。 

   法人口座のトレードを行うのが責任者本人でない場合には Trading Authorization Form を         

記入して頂きます。このフォームは許可の範囲によって 2種類あります。 

      

¶ 責任者以外の人間がトレードのみを行う場合 Limited Trading Authorization（Pg 4） 

¶ トレードのみではなく口座の管理や出入金も行う場合 Full Trading Authorization（Pg 5） 

 

③ 貴社の法人設立定款書類のコピーの提出をお願い致します。 
 

 

法人用書類の記入について 

 法人用の書類（Pg 2）は、会議によってトレードについての決議がされた事を表明する書類です。 

最初の段落は、「X月 X日に法人口座についての会議が開かれ秘書により記録されました。」と記され、    

2 段落目には責任者、副責任者、会計、又はその他（空欄）の人物により法人口座を開くという事が       

記されています。そして会議に参加した責任者、副責任者、会計、秘書の名前を空欄に埋めて下さい。 

（責任者が全ての役割を行っている場合は、空欄に責任者の名前を全て記入して下さい。） 
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